
 JIYU NO TOMOSHIBI

自由民権記念館だより　Vol.99
発　行　2025（令和7）年 9月1日　発行人　筒井秀一
発行所　
自由のともしび（Vol.60から）が当館公式サイト（https://www.i-minken.jp/）で御覧いただけます。

Topics トピックス

令
和
３
年
10
月
、木
村
久
寿
弥
太
の
日
記
類
が
、木
村

会
館
を
通
じ
て
高
知
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
久
寿
弥
太（
１
８
６
５
〜
１
９
３
５
）は
慶
応
元

年
現
高
知
市
赤
石
町
の
田
岡
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。社
会

評
論
家
の
田
岡
嶺
雲
は
実
弟
、直
木
賞
作
家
の
田
岡
典
夫

は
甥
に
あ
た
り
ま
す
。

木
村
久
寿
弥
太
は
、東
京
帝
国
大
学
を
経
て
三
菱
に
入

社
、そ
の
後
三
菱
総
理
事
と
し
て
三
菱
グ
ル
ー
プ
を
率

い
、財
界
の
重
鎮
を
な
し
ま
し
た
。近
代
の
高
知
出
身
者

を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
と
い
え
ま
す
。

没
後
、生
家
ゆ
か
り
の
土
地
、家
屋
、現
金
が
高
知
市
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。高
知
市
は
そ
の
遺
志
に
応
え
、昭
和

12
年
４
月「
市
民
ノ
精
神
修
養
若
ク
ハ
各
種
会
合
ニ
裨
益

ス
ル
」た
め
木
村
会
館
を
設
置
、長
く
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

木
村
久
寿
弥
太
日
記
は
、大
正
７
年
１
月
１
日
か
ら
死

去
の
前
日
の
昭
和
10
年
11
月
22
日
ま
で
書
き
綴
ら
れ
た

も
の
で
、木
村
家
の
生
活
の
様
子
や
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
動

き
だ
け
で
な
く
、皇
族
、経
済
人
、政
治
家
、軍
人
、文
化
人

な
ど
と
の
幅
広
い
交
友
が
み
ら
れ
、日
本
近
代
史
の
極
め

て
重
要
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、公
開
の
準
備
が
整
い
あ
わ
せ
て
展
示
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
日
記
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、木
村
久
寿
弥
太
や
田
岡
家
に

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
木
村
会
館
は「
高
知
市
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」「
高
知
市
立
旭
文
化
セ
ン
タ
ー
」「
旭
市
民
図
書
館
」

を
持
ち
、市
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
と
し
て
、ま
た
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
施
設
で
す
。木
村
会
館
の
ご
利
用
も

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

木
村
久
寿
弥
太
日
記
の
公
開
に
寄
せ
て

木
村
会
館
館
長

西
森
　
孝

高知市観光協会主催のキャンペーン「ぼうけ
んしよう！パンけんたい」に当館も参加してい
ます。令和8年1月25日までの期間限定で、館
内にARフォトスポットが登場。大階段の下に
ある看板から二次元コードを読み込むと、高
知県出身の絵本作家
である柴田ケイコさ
んが描き下ろした「ぼ
うしパンキャラク
ター」・板垣退助と一
緒に記念撮影ができ
ます。来館の記念に
ぜひどうぞ。

ARフォトスポット
「ぼうけんしよう！パンこうち」

（観光地）

6月21日、高知近代史研究会・早稲田大学台湾研究所・当館の共催で、高知と台湾の
歴史的接点を考えるフォーラムを開催しました。報告者からは、主に日本統治期の台
湾において、樟脳など一次産品の製造技術、交通・流通網の建設整備、銀行・金融
業振興など、多くの事業分野で高知県出身者が活躍していたことが紹介されました。
参加者からは、「高知と台湾の人々に、こんなにも様々なつながりがあったことを初
めて知った」等といった感想をいただきました。

「土佐と臺灣－高知と台湾の接点を探る－」

7月21日、高知商業高等学校初代校長を務めた横山又吉が民権家でもあったことか
ら、同校ジビエ部が板垣に関する新商品の開発に取り組み、その発表会と販売を行
いました。
発表会では、ジビエ部の活動報告や板垣の好
物といわれているゆで卵と潮江菜を鹿肉と組
み合わせた「鹿ナンバン」が出来るまでの経
緯をクイズ形式で紹介。
新商品「鹿ナンバン」は、限定50食が見事に
完売しました。

「板垣退助誕生から188年
　－自由は土佐の山間より　ジビエも土佐の山間より－」

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（秋・冬） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

12月13日（土）10：00～12：00

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

10月18日（土）13：30～16：00

◆第25回「県詞の日」記念講演会
土佐自由民権運動の地下水脈を探して-
「慈善は土佐の稲穂より」
  ～高知の福祉を支えた人々～
講師：氏原和彦氏
　　 （初月ふれあいセンター長、元自由民権記念館学芸員、友の会会員）
会場：１階研修室

１月４日（日）14：00～

◆第28回　民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

１月23日（金）10：00～12:00

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

2月初旬

■第２回食と自然環境講座
講師：熊澤秀治氏（潮江旬菜 代表）
会場：１階民権ホール

■みんけんdeマルシェ
出店予定：潮江旬菜・高知商業高等学校
ジビエ部・マツオカパウンド・Cona-Cafe・
hoi・てぃーだぬ工房
会場：1階アトリウム

１月24日（土）14：00～

■企画展   「木村久寿弥太日記の世界」記念講演会
　高知近代史研究会第125回研究会

「木村久寿弥太と
  大正・昭和戦前期の日本」
講師：奈良岡聰智氏
         （京都大学大学院法学研究科教授）
会場：１階民権ホール
他　翻刻メンバーによる報告あり

１月17日（土）～２月23日（月・祝）

■第26回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示

10月４日（土）14：00～15：30

講師：中村茂生氏（高知近代史研究会会長）
会場：１階研修室

■高知近代史研究会第124回研究会 
「魚梁瀬ダム60年-建設の経緯と地域-」

要申込

要申込

10月４日（土）～２月23日（月・祝）

■企画展
「木村久寿弥太日記の世界」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要

ワークショップ
10/25（土） 紙ねんどで工作をしよう！

段ボールで工作をしよう！
クリスマスガーランドを作ろう！
絵馬を作ろう！
フラワーブーケを作ろう！
折り紙でフラワーガーランドを作ろう！

11/15（土）
12/13（土）
 1 /24（土）

 3 /14（土）
 2 /14（土）

参加費：500円
定員：各回15名
会場：１階研修室
※午前・午後とも
　参加者対象の
　クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

□ 企画展「木村久寿弥太日記の世界」
□ 企画展「わたしのまちの自由民権」レポート
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ めざせ博学連携！活動レポート

木村久寿弥太日記

11月15日（土）9：30～12：30

◆民権史跡めぐり
「立志社跡から憲政記念の碑へ歩いて行こう」
案内人：公文豪氏(自由民権運動研究者)　
参加費：300円 （雨天中止）

12月21日（日）13：30～15：30

◆第28回　民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」
参加費：500円
会場：１階自由ギャラリー

フォーラム
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大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
は
、久

寿
弥
太
に
と
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で

し
た
。そ
の
体
験
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綴
ら
れ

る
と
と
も
に
、そ
の
後
の
世
間
や
三
菱
の
騒
然

と
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
９
月
１
日
﹈

ツ
ヅ
ン
ト
ノ
響
地
震
カ
ト
思
フ
間
モ
ナ
ク
壁
ハ
余
ノ

頭
ニ
落
チ
カ
ヽ
レ
リ
立
チ
テ
脱
レ
ン
ス
ル
ト

脚
モ
チ
レ
テ
歩
ム
コ
ト
不
能
カ
ラ
ク
モ
脱
シ
テ
庭
ニ

出
テ
家
ヲ
顧
レ
ハ
小
船
ノ
大
浪
ニ
モ
マ
ル
ヽ
如
ク
上

下
左
右
ニ
動
揺
シ
ツ
ヽ
ア
リ

﹇
９
月
11
日
﹈

東
京
ノ
震
災
否
火
災
ニ
付
テ
ハ
其
惨
状
想
像
ス
ル

事
ヲ
得
ス
言
語
ニ
絶
ス
ト
カ
筆
紙
ニ
尽
ス
能
ハ
ス

ト
カ
ノ
句
ハ
単
ニ
形
容
詞
ニ
ア
ラ
ズ
眞
ニ
此
場
合
ヲ

示
ス
モ
ノ
ナ
リ
一
望
ヒ
ヨ
ヲ
ビ
ヨ
ウ
タ
ル
焦
土
ト
化

シ
煉
瓦
石
造
ノ
焼
ケ
残
リ
各
処
ニ
散
在
ス
ル
已

久
寿
弥
太
は
、大
正
７
年
５
月
１
日
、三
菱
鉱
業
株
式
会
社
会
長
の
職

に
就
き
、10
日
各
場
長
に
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
訓
示
か
ら
は
、久
寿
弥
太
の
仕
事
に
対
す
る
姿
が
見
て
と
れ
ま
す
。

⑴ 

上
下
一
致
和
衷
協
同
其
職
ニ
当
ル
可
キ
事

⒜ 

能
ク
下
僚
ノ
意
見
ヲ
納
ル
ノ
事

⒝ 

下
僚
ニ
対
シ
テ
公
平
ナ
ル
事

⑵ 

下
僚
ヲ
シ
テ
能
ク
其
本
能
ヲ
尽
サ
ゝ
ム
ル
コ
ト

⑶ 

人
ヲ
用
ユ
ル
ニ
門
地
閲
歴
ニ
ヨ
ラ
ズ
勉
メ
テ
優
秀
ヲ
抜
擢
シ
適
材
ヲ
適
処
ニ

置
ク
可
キ
事
、

⑷ 

身
ヲ
持
ス
ル
高
潔
ナ
ラ
シ
ム
可
キ
事

⑸ 

会
社
全
体
ノ
利
害
ヲ
打
算
ス
可
キ
事

⑹ 

秩
序
ヲ
維
持
ス
ル
事
、

⑺ 

勉
メ
テ
智
識
ヲ
開
発
シ
社
界
ノ
進
歩
ニ
後
レ
サ
ル
事
、

⑻ 

公
私
ノ
區
別
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
事
、然
ラ
サ
レ
バ

⒜ 

会
社
ノ
使
用
人
ヲ
自
個
ノ
奴
隷
視
ス
ル
ノ
弊
ニ
陥
ル

⒝ 

会
社
ノ
物
資
ヲ
私
用
ノ
為
メ
濫
費
ス
ル
弊
ヲ
生
ス

⒞ 

私
翰
ヲ
以
テ
公
事
ヲ
弄
ス
ル
ノ
弊
ニ
陥
ル

⒟ 

一
家
ノ
差
事
ニ
公
事
ヲ
抛
ツ
ノ
弊
ヲ
生
ズ

⑼ 

自
個
ノ
職
責
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
事
之
レ
ヲ
重
ン
ズ
ル
ト
キ
ハ

第
一
最
初
ノ
計
畫
又
ハ
着
手
ニ
先
ン
ジ
テ
慎
重
考
慮
ス
ル
事
ト
ナ
ル

第
二
工
事
ヲ
進
行
シ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
当
リ
周
到
誠
実
ト
ナ
ル

第
三
其
結
果
ニ
注
意
シ
収
得
ヲ
確
実
ナ
ラ
シ
ム
ル
事
ト
ナ
ル

（１０） 

先
任
者
ノ
計
畫
ハ
勉
メ
テ
之
レ
ヲ
尊
重
ス
可
キ
事

（１1） 

一
層
保
安
ニ
注
意
シ
人
命
ノ
毀
損
ヲ
避
ク
可
キ
事

（１2） 

部
下
ノ
待
遇
ハ
技
術
員
ト
事
務
員
ト
ヲ

　 問
ハ
ス
総
テ
平
等
ナ
ラ
シ
ム
可
キ
事

（１3） 

職
工
鉱
夫
ヲ
シ
テ
倦
怠
■
嗟
ノ
意
ヲ

　 生
セ
シ
メ
サ
ル
事

（１4） 

能
ク
地
方
民
ト
ノ
間
ニ

　 調
和
ヲ
保
ツ
事

木
村
久
寿
弥
太
は
慶
応
元
年
12
月
2
日
、現
高
知
市
赤
石
町
の
田
岡
家
に
生

ま
れ
、叔
父
の
養
子
と
な
り
ま
す
。　

明
治
23
年
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、三
菱
に
入
社
し
要
職
を
歴
任
、大
正
11
年

総
理
事
に
就
任
し
ま
す
。三
菱
鉱
業
会
長
、三
菱
製
鉄
会
長
な
ど
を
兼
任
し
、財

界
で
は
日
本
工
業
倶
楽
部
創
立
会
員
、日
本
商
工
会
議
所
顧
問
な
ど
を
務
め
ま

し
た
。昭
和
７
年
総
理
事
を
辞
任
、三
菱
の
社
長
室
会
議
員
と
な
り
ま
す
。昭
和

10
年
11
月
23
日
病
没
。

社
会
評
論
家
の
田
岡
嶺
雲
は
実
弟
、直
木
賞
作
家
の
田
岡
典
夫
は
甥
に
当
た

り
ま
す
。

「
木
村
久
寿
弥
太
日
記
の
世
界
」

企
画
展

期
間
：
２
０
２
５
年
10
月
4
日（
土
）〜
２
０
２
６
年
2
月
23
日（
月
・
祝
）

会
場
：
２
階
　
特
別
展
示
室
（
※
常
設
展
・
企
画
展
共
通
観
覧
券
が
必
要
）

◆ 

木
村
久
寿
弥
太
の
生
涯

◆ 

日
記
概
要

◆ 

日
記
か
ら

高
知
市
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、今
回
は
、久
寿
弥
太
の
日
記
を
公
開
し
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、大
正
７
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
10
年
11
月
22
日
死
の
前
日
ま
で
の
う
ち
、

大
正
14
年
、大
正
15（
昭
和
元
）年
、昭
和
２
年
の
３
年
分
を
除
く
、全
18
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
の
日
記
撮
影
の
経
費
と
し
て
、旭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（　    　）

田岡家系譜 田岡亨一

長男
典章

次男
久寿弥太

妻
寿美

三男
佐代治

四男
増猪

叔父：木村漸の養子

正彦 典夫
直木賞作家
田岡典夫

（　    　）社会評論家
田岡嶺雲（　       　）実業家・政治家

鮎川義介の姉

赤石町の旧梅原内科医院の
隣に建つ石碑

「
木
村
久
寿
弥
太
氏
邸
址
」 （
昭
和
12
年
建
立
）

「
田
岡
嶺
雲
生
誕
之
地
」 （
平
成
10
年
建
立
）

●
史
跡

●
木
村
会
館

「
予
の
生
れ
た
家
は
三
面
に
田
が
有
っ
て
、前
に
灌
漑

用
の
小
さ
な
溝
が
流
れ
て
い
る
。其
溝
の
水
を
引
い

て
、小
さ
な
池
を
拵
へ
、そ
れ
が
客
間
の
向
ふ
の
庭
の

泉
水
と
な
っ
て
い
る
。客
間
と
云
へ
ば
大
き
な
立
派
な

室
の
様
に
聞
こ
え
る
が
、僅
か
六
畳
の
小
座
敷
で
、そ

れ
が
予
の
家
の
一
番
立
派
な
座
敷
で
あ
る
。」

田
岡
嶺
雲
著『
数
奇
伝
』補
遺
７
よ
り

　
久
寿
弥
太
没
後
、そ
の
遺
志
に
よ
り
木
村
家
は
高
知

市
に
社
会
事
業
施
設
費
と
し
て
一
万
五
千
円
、旧
邸
宅

地
八
十
六
坪
余
、建
物
三
十
一
坪
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
高
知
市
は「
一
般
市
民
ノ
精
神
修
養

若
ク
ハ
各
種
会
合
ニ
裨
益
ス
ル
」木
村
会
館
と「
都
市

児
童
養
護
上
必
須
ナ
ル
」児
童
遊
園
場
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
昭
和
12
年
３
月
、木
村
会
館
の
開
館
を
前
に
し
て
、

高
知
市
長
川
淵
洽
馬
は「
木
村
家
ノ
義
侠
ヲ
表
徴
シ
世

道
人
心
ニ
影
響
ス
ル
処
多
大
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
信
ジ
テ
疑
ハ

ス
　
仍
チ
本
館
附
属
児
童
遊
園
場
ニ
頌
徳
文
ヲ
掲
ゲ

旧
邸
跡
ニ
記
念
碑
ヲ
建
設
シ
以
テ
同
家
ノ
徳
ヲ
遠
ク

後
毘
ニ
伝
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、木
村
会
館
は
新
築
、改
築
を
経
て
、現
在
も

教
養
や
文
化
を
高
め
る
場
と
し
て
、ま
た
憩
い
集
う
場

と
し
て
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

記
念
行
事

「
木
村
久
寿
弥
太
日
記
を
読
む
」

日
時
：
２
０
２
6
年
１
月
24
日（
土
）

会
場
：
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

　
　  

１
階
　
民
権
ホ
ー
ル

記
念
講
演

翻
刻
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報
告

演
題
：「
木
村
久
寿
弥
太
と

　
　  

大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
日
本
」

講
師
：
奈
良
岡
聰
智
氏

　
　
　（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

今
井
章
博
氏

　「木
村
日
記
に
み
る
関
東
大
震
災
」

門
田
由
紀
氏

　「別
荘
生
活
」

小
林
和
香
氏

　「待
合
・
料
亭
で
の
会
合
」

村
中
大
樹
氏

　「日
記
翻
刻
作
業
の
概
要
」

※
演
題
は
仮

訓
示

関
東
大
震
災

こ
の
た
び
、高
知
市
出
身
で
戦
前
に
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
総
理
事
を
務
め
、財
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た

木
村
久
寿
弥
太
の
日
記
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
企
画
展
・
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

木村会館に掲げられている肖像写真

後列、木村夫妻（木村家蔵）

14
時
〜
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大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
は
、久

寿
弥
太
に
と
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で

し
た
。そ
の
体
験
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綴
ら
れ

る
と
と
も
に
、そ
の
後
の
世
間
や
三
菱
の
騒
然

と
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
９
月
１
日
﹈

ツ
ヅ
ン
ト
ノ
響
地
震
カ
ト
思
フ
間
モ
ナ
ク
壁
ハ
余
ノ

頭
ニ
落
チ
カ
ヽ
レ
リ
立
チ
テ
脱
レ
ン
ス
ル
ト

脚
モ
チ
レ
テ
歩
ム
コ
ト
不
能
カ
ラ
ク
モ
脱
シ
テ
庭
ニ

出
テ
家
ヲ
顧
レ
ハ
小
船
ノ
大
浪
ニ
モ
マ
ル
ヽ
如
ク
上

下
左
右
ニ
動
揺
シ
ツ
ヽ
ア
リ

﹇
９
月
11
日
﹈

東
京
ノ
震
災
否
火
災
ニ
付
テ
ハ
其
惨
状
想
像
ス
ル

事
ヲ
得
ス
言
語
ニ
絶
ス
ト
カ
筆
紙
ニ
尽
ス
能
ハ
ス

ト
カ
ノ
句
ハ
単
ニ
形
容
詞
ニ
ア
ラ
ズ
眞
ニ
此
場
合
ヲ

示
ス
モ
ノ
ナ
リ
一
望
ヒ
ヨ
ヲ
ビ
ヨ
ウ
タ
ル
焦
土
ト
化

シ
煉
瓦
石
造
ノ
焼
ケ
残
リ
各
処
ニ
散
在
ス
ル
已

久
寿
弥
太
は
、大
正
７
年
５
月
１
日
、三
菱
鉱
業
株
式
会
社
会
長
の
職

に
就
き
、10
日
各
場
長
に
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
訓
示
か
ら
は
、久
寿
弥
太
の
仕
事
に
対
す
る
姿
が
見
て
と
れ
ま
す
。

⑴ 

上
下
一
致
和
衷
協
同
其
職
ニ
当
ル
可
キ
事

⒜ 

能
ク
下
僚
ノ
意
見
ヲ
納
ル
ノ
事

⒝ 

下
僚
ニ
対
シ
テ
公
平
ナ
ル
事

⑵ 

下
僚
ヲ
シ
テ
能
ク
其
本
能
ヲ
尽
サ
ゝ
ム
ル
コ
ト

⑶ 

人
ヲ
用
ユ
ル
ニ
門
地
閲
歴
ニ
ヨ
ラ
ズ
勉
メ
テ
優
秀
ヲ
抜
擢
シ
適
材
ヲ
適
処
ニ

置
ク
可
キ
事
、

⑷ 

身
ヲ
持
ス
ル
高
潔
ナ
ラ
シ
ム
可
キ
事

⑸ 

会
社
全
体
ノ
利
害
ヲ
打
算
ス
可
キ
事

⑹ 

秩
序
ヲ
維
持
ス
ル
事
、

⑺ 

勉
メ
テ
智
識
ヲ
開
発
シ
社
界
ノ
進
歩
ニ
後
レ
サ
ル
事
、

⑻ 

公
私
ノ
區
別
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
事
、然
ラ
サ
レ
バ

⒜ 

会
社
ノ
使
用
人
ヲ
自
個
ノ
奴
隷
視
ス
ル
ノ
弊
ニ
陥
ル

⒝ 

会
社
ノ
物
資
ヲ
私
用
ノ
為
メ
濫
費
ス
ル
弊
ヲ
生
ス

⒞ 

私
翰
ヲ
以
テ
公
事
ヲ
弄
ス
ル
ノ
弊
ニ
陥
ル

⒟ 

一
家
ノ
差
事
ニ
公
事
ヲ
抛
ツ
ノ
弊
ヲ
生
ズ

⑼ 

自
個
ノ
職
責
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
事
之
レ
ヲ
重
ン
ズ
ル
ト
キ
ハ

第
一
最
初
ノ
計
畫
又
ハ
着
手
ニ
先
ン
ジ
テ
慎
重
考
慮
ス
ル
事
ト
ナ
ル

第
二
工
事
ヲ
進
行
シ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
当
リ
周
到
誠
実
ト
ナ
ル

第
三
其
結
果
ニ
注
意
シ
収
得
ヲ
確
実
ナ
ラ
シ
ム
ル
事
ト
ナ
ル

（１０） 

先
任
者
ノ
計
畫
ハ
勉
メ
テ
之
レ
ヲ
尊
重
ス
可
キ
事

（１1） 

一
層
保
安
ニ
注
意
シ
人
命
ノ
毀
損
ヲ
避
ク
可
キ
事

（１2） 

部
下
ノ
待
遇
ハ
技
術
員
ト
事
務
員
ト
ヲ

　 問
ハ
ス
総
テ
平
等
ナ
ラ
シ
ム
可
キ
事

（１3） 

職
工
鉱
夫
ヲ
シ
テ
倦
怠
■
嗟
ノ
意
ヲ

　 生
セ
シ
メ
サ
ル
事

（１4） 

能
ク
地
方
民
ト
ノ
間
ニ

　 調
和
ヲ
保
ツ
事

木
村
久
寿
弥
太
は
慶
応
元
年
12
月
2
日
、現
高
知
市
赤
石
町
の
田
岡
家
に
生

ま
れ
、叔
父
の
養
子
と
な
り
ま
す
。　

明
治
23
年
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、三
菱
に
入
社
し
要
職
を
歴
任
、大
正
11
年

総
理
事
に
就
任
し
ま
す
。三
菱
鉱
業
会
長
、三
菱
製
鉄
会
長
な
ど
を
兼
任
し
、財

界
で
は
日
本
工
業
倶
楽
部
創
立
会
員
、日
本
商
工
会
議
所
顧
問
な
ど
を
務
め
ま

し
た
。昭
和
７
年
総
理
事
を
辞
任
、三
菱
の
社
長
室
会
議
員
と
な
り
ま
す
。昭
和

10
年
11
月
23
日
病
没
。

社
会
評
論
家
の
田
岡
嶺
雲
は
実
弟
、直
木
賞
作
家
の
田
岡
典
夫
は
甥
に
当
た

り
ま
す
。

「
木
村
久
寿
弥
太
日
記
の
世
界
」

企
画
展

期
間
：
２
０
２
５
年
10
月
4
日（
土
）〜
２
０
２
６
年
2
月
23
日（
月
・
祝
）

会
場
：
２
階
　
特
別
展
示
室
（
※
常
設
展
・
企
画
展
共
通
観
覧
券
が
必
要
）

◆ 

木
村
久
寿
弥
太
の
生
涯

◆ 

日
記
概
要

◆ 

日
記
か
ら

高
知
市
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、今
回
は
、久
寿
弥
太
の
日
記
を
公
開
し
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、大
正
７
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
10
年
11
月
22
日
死
の
前
日
ま
で
の
う
ち
、

大
正
14
年
、大
正
15（
昭
和
元
）年
、昭
和
２
年
の
３
年
分
を
除
く
、全
18
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
の
日
記
撮
影
の
経
費
と
し
て
、旭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（　    　）

田岡家系譜 田岡亨一

長男
典章

次男
久寿弥太

妻
寿美

三男
佐代治

四男
増猪

叔父：木村漸の養子

正彦 典夫
直木賞作家
田岡典夫

（　    　）社会評論家
田岡嶺雲（　       　）実業家・政治家

鮎川義介の姉

赤石町の旧梅原内科医院の
隣に建つ石碑

「
木
村
久
寿
弥
太
氏
邸
址
」 （
昭
和
12
年
建
立
）

「
田
岡
嶺
雲
生
誕
之
地
」 （
平
成
10
年
建
立
）

●
史
跡

●
木
村
会
館

「
予
の
生
れ
た
家
は
三
面
に
田
が
有
っ
て
、前
に
灌
漑

用
の
小
さ
な
溝
が
流
れ
て
い
る
。其
溝
の
水
を
引
い

て
、小
さ
な
池
を
拵
へ
、そ
れ
が
客
間
の
向
ふ
の
庭
の

泉
水
と
な
っ
て
い
る
。客
間
と
云
へ
ば
大
き
な
立
派
な

室
の
様
に
聞
こ
え
る
が
、僅
か
六
畳
の
小
座
敷
で
、そ

れ
が
予
の
家
の
一
番
立
派
な
座
敷
で
あ
る
。」

田
岡
嶺
雲
著『
数
奇
伝
』補
遺
７
よ
り

　
久
寿
弥
太
没
後
、そ
の
遺
志
に
よ
り
木
村
家
は
高
知

市
に
社
会
事
業
施
設
費
と
し
て
一
万
五
千
円
、旧
邸
宅

地
八
十
六
坪
余
、建
物
三
十
一
坪
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
高
知
市
は「
一
般
市
民
ノ
精
神
修
養

若
ク
ハ
各
種
会
合
ニ
裨
益
ス
ル
」木
村
会
館
と「
都
市

児
童
養
護
上
必
須
ナ
ル
」児
童
遊
園
場
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
昭
和
12
年
３
月
、木
村
会
館
の
開
館
を
前
に
し
て
、

高
知
市
長
川
淵
洽
馬
は「
木
村
家
ノ
義
侠
ヲ
表
徴
シ
世

道
人
心
ニ
影
響
ス
ル
処
多
大
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
信
ジ
テ
疑
ハ

ス
　
仍
チ
本
館
附
属
児
童
遊
園
場
ニ
頌
徳
文
ヲ
掲
ゲ

旧
邸
跡
ニ
記
念
碑
ヲ
建
設
シ
以
テ
同
家
ノ
徳
ヲ
遠
ク

後
毘
ニ
伝
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、木
村
会
館
は
新
築
、改
築
を
経
て
、現
在
も

教
養
や
文
化
を
高
め
る
場
と
し
て
、ま
た
憩
い
集
う
場

と
し
て
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

記
念
行
事

「
木
村
久
寿
弥
太
日
記
を
読
む
」

日
時
：
２
０
２
6
年
１
月
24
日（
土
）

会
場
：
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

　
　  

１
階
　
民
権
ホ
ー
ル

記
念
講
演

翻
刻
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報
告

演
題
：「
木
村
久
寿
弥
太
と

　
　  

大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
日
本
」

講
師
：
奈
良
岡
聰
智
氏

　
　
　（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

今
井
章
博
氏

　「木
村
日
記
に
み
る
関
東
大
震
災
」

門
田
由
紀
氏

　「別
荘
生
活
」

小
林
和
香
氏

　「待
合
・
料
亭
で
の
会
合
」

村
中
大
樹
氏

　「日
記
翻
刻
作
業
の
概
要
」

※
演
題
は
仮

訓
示

関
東
大
震
災

こ
の
た
び
、高
知
市
出
身
で
戦
前
に
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
総
理
事
を
務
め
、財
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た

木
村
久
寿
弥
太
の
日
記
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
企
画
展
・
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

木村会館に掲げられている肖像写真
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企画展を見てくれたみなさんに
審査員になってもらって、
それぞれの賞にふさわしい

「おたから」を選んでもらったよ。
投票してくれたみんな、ありがとう～！

関連
企画 わたしのまちの「おたから」コンテスト

ノミネート
おたから

めずらしいで賞

心にせまるで賞

高知らしいで賞

立志学舎の
試験問題

❶
立志社の憲法案

❷
板垣退助
遭難の図

❸
獄中からの手紙

❹
選挙妨害の
証拠書類

❺

立志学舎試問条目
（片岡家資料／当館保管）

3位

2位

2位

2位

3位

3位

日本憲法見込案
（個人蔵／当館保管）

錦絵
「板垣退助遭難之図」

（当館蔵）

細川義昌獄中書簡
母宛

（細川家資料／当館保管）
選挙干渉証拠書類

（片岡家資料／当館保管）

総投票数：213

本
展
は
、高
知
県
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、子
ど
も

た
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も

ら
い
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
す
。企
画
展
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
み
ん
犬
」の
案
内
の
も
と
、貴
重
な
実
物
資
料
と
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
、高
知
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
大
略
を
紹
介
し

ま
し
た
。

複
雑
な
運
動
の
流
れ
を
、わ
か
り
や
す
く
、か
つ
少
な
い
文
字
数

で
紹
介
す
る

―
担
当
と
し
て
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
企

画
で
し
た
の
で
、何
よ
り
観
覧
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
反
応
が
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
拝
見
し
ま
す
と
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
の
方
か
ら

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、少
し
ホ
ッ
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。観
覧
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
展
で
最
も
気
を
配
っ
た
の
は
、や
は
り
文
章
表
現
で
す
。子
ど

も
が
読
み
や
す
く
理
解
し
や
す
い
文
章
を
め
ざ
し
、ル
ビ（
ふ
り
が

な
）の
振
り
方
、専
門
的
な
表
現
は
可
能
な
限
り
避
け
る
、固
有
名
詞

は
極
力
出
さ
な
い
、文
字
数
は
最
小
限
に
抑
え
る
…
…
と
い
っ
た
こ

と
を
徹
底
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、ど
う
し
て
も
専
門
用
語
に

頼
っ
て
し
ま
っ
た
り
、本
質
的
な
意
味
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、複
雑
で
難
し
そ
う
、と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
の
方
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、当
時
の
資

料
を
見
て
い
く
と
、様
々
な
層
の
人
々
が
、知
識
の
有
無
に
関
係
な

く
参
加
で
き
た
オ
ー
プ
ン
な
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な「
わ
た
し
の
ま
ち
の
」一
大
運
動
に
つ
い
て
、一
人
で
も
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、今
後

も
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
後
記 （
担
当
者
よ
り
）

１位
１位

１位

結果発表！

「
泥
め
ん
こ
」は
、江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
流
行
し
た
、お
は
じ
き
の
よ
う
な
お
も

ち
ゃ
だ
よ
。実
は
、高
知
市
内
の
発
掘
調
査
で
、

「
民
権
」や「
板
垣
」な
ど
と
書
か
れ
た
泥
め
ん

こ
が
、い
く
つ
も
発
見
さ
れ
て
い
る
ん
だ
！

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
板
垣
」や

「
自
由
」な
ど
、実
際
に
発
掘
さ
れ
た
泥
め
ん
こ

を
ト
レ
ー
ス
し
て
作
っ
た
型
で
、泥
め
ん
こ
風

の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
よ
。完
成
し
た
あ
と

は
、土
を
焼
い
て
作
っ
た
本
物
の
泥
め
ん
こ

で
、泥
め
ん
こ
遊
び
に
も
挑
戦
し
た
よ
。

み
ん
な
は
、明
治
時
代
に
広
ま
っ
た
メ

デ
ィ
ア
を
知
っ
て
い
る
か
な
？
…
そ
れ

は
、「
新
聞
」だ
よ
！

明
治
に
入
る
と
、新
聞
を
大
量
に
早
く

印
刷
で
き
る
技
術「
活
版
印
刷
」が
広

ま
っ
た
ん
だ
。民
権
家
た
ち
は
、こ
の
技

術
で
作
っ
た
新
聞
を
た
く
さ
ん
配
っ
て
、

自
由
民
権
の
考
え
方
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
た
ん
だ
よ
。

今
回
は
、竹
村
活
版
室
の
竹
村
愛
先

生
を
お
迎
え
し
て
、こ
の「
活
版
印
刷
」を

体
験
し
た
よ
！
金
属
活
字
や
専
用
の
印

刷
機
な
ど
、見
た
こ
と
の
な
い
道
具
に
、

み
ん
な
興
味
し
ん
し
ん
。民
権
運
動
の
時

期
に
描
か
れ
た
絵
と
、板
垣
さ
ん
・
植
木

さ
ん
の
名
言
が
印
刷
さ
れ
た
、オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ハ
ガ
キ
を
作
っ
た
よ
。

泥
め
ん
こ
作
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
…
自
由

民
権
運
動
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
、

講
談
劇
を
開
催
し
た
よ
。

今
回
の
作
品
は
、山
内
一
昭
さ
ん
の
脚
本
、

西
村
和
洋
さ
ん
の
演
出
に
よ
る
、朗
読
ス
タ
イ

ル
の
新
作
劇
。当
日
は
、80
人
以
上
の
お
客
さ

ん
で
、会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！
出
演
者
の
み

な
さ
ん
の
迫
力
あ
る
演
技
に
、お
客
さ
ん
も
、

ぼ
く
も
、圧
倒
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
。植
木
枝
盛
さ

ん
や
板
垣
退
助
さ
ん
の
演
説
シ
ー
ン
で
は
、掛

け
声
や
拍
手
も
起
こ
っ
て
い
た
よ
。

（
協
力
：
公
益
財
団
法
人
高
知
県
文
化
財
団
）

泥
め
ん
こ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

活
版
印
刷
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

土
佐
自
由
民
権
講
談
劇

「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

ぼ
く
は
、企
画
展「
わ
た
し
の
ま
ち

の
自
由
民
権
」で
案
内
人
…
じ
ゃ
な
く

て
、案
内
犬
を
担
当
し
た「
み
ん
犬
」

で
す
。

こ
の
企
画
展
は
、６
月
１
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。企
画
展
に
来
て
く

れ
た
み
ん
な
や
、関
連
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
く
れ
た
み
ん
な
、本
当
に
ど
う

も
あ
り
が
と
う
！

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、企
画
展
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
当
日
の
よ
う
す
や
、関
連

企
画「
わ
た
し
の
ま
ち
の『
お
た
か
ら
』

コ
ン
テ
ス
ト
」の
結
果
な
ど
を
レ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、楽
し
い
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
い
っ
ぱ
い
企
画
し
て
い
く
の

で
、ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
！

け
ん

レ
ポ
ー
ト

み
ん
犬

ニ
ュ
ー
ス

４/27　ワークショップ

活字を枠にはめこみます。
みんな真剣です。

専用の印刷機で
1点ずつ印刷すると

オリジナルはがきの
完成！

まずは、たくさんある
文字の中から、使う文字の
「活字」を選んで…
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企画展を見てくれたみなさんに
審査員になってもらって、
それぞれの賞にふさわしい

「おたから」を選んでもらったよ。
投票してくれたみんな、ありがとう～！

関連
企画 わたしのまちの「おたから」コンテスト

ノミネート
おたから

めずらしいで賞

心にせまるで賞

高知らしいで賞

立志学舎の
試験問題

❶
立志社の憲法案

❷
板垣退助
遭難の図

❸
獄中からの手紙

❹
選挙妨害の
証拠書類

❺

立志学舎試問条目
（片岡家資料／当館保管）

3位

2位

2位

2位

3位

3位

日本憲法見込案
（個人蔵／当館保管）

錦絵
「板垣退助遭難之図」

（当館蔵）

細川義昌獄中書簡
母宛

（細川家資料／当館保管）
選挙干渉証拠書類

（片岡家資料／当館保管）

総投票数：213

本
展
は
、高
知
県
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、子
ど
も

た
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も

ら
い
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
す
。企
画
展
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
み
ん
犬
」の
案
内
の
も
と
、貴
重
な
実
物
資
料
と
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
、高
知
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
大
略
を
紹
介
し

ま
し
た
。

複
雑
な
運
動
の
流
れ
を
、わ
か
り
や
す
く
、か
つ
少
な
い
文
字
数

で
紹
介
す
る

―
担
当
と
し
て
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
企

画
で
し
た
の
で
、何
よ
り
観
覧
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
反
応
が
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
拝
見
し
ま
す
と
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
の
方
か
ら

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、少
し
ホ
ッ
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。観
覧
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
展
で
最
も
気
を
配
っ
た
の
は
、や
は
り
文
章
表
現
で
す
。子
ど

も
が
読
み
や
す
く
理
解
し
や
す
い
文
章
を
め
ざ
し
、ル
ビ（
ふ
り
が

な
）の
振
り
方
、専
門
的
な
表
現
は
可
能
な
限
り
避
け
る
、固
有
名
詞

は
極
力
出
さ
な
い
、文
字
数
は
最
小
限
に
抑
え
る
…
…
と
い
っ
た
こ

と
を
徹
底
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、ど
う
し
て
も
専
門
用
語
に

頼
っ
て
し
ま
っ
た
り
、本
質
的
な
意
味
が
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、複
雑
で
難
し
そ
う
、と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
の
方
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、当
時
の
資

料
を
見
て
い
く
と
、様
々
な
層
の
人
々
が
、知
識
の
有
無
に
関
係
な

く
参
加
で
き
た
オ
ー
プ
ン
な
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な「
わ
た
し
の
ま
ち
の
」一
大
運
動
に
つ
い
て
、一
人
で
も
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、今
後

も
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
後
記 （
担
当
者
よ
り
）

１位
１位

１位

結果発表！

「
泥
め
ん
こ
」は
、江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
流
行
し
た
、お
は
じ
き
の
よ
う
な
お
も

ち
ゃ
だ
よ
。実
は
、高
知
市
内
の
発
掘
調
査
で
、

「
民
権
」や「
板
垣
」な
ど
と
書
か
れ
た
泥
め
ん

こ
が
、い
く
つ
も
発
見
さ
れ
て
い
る
ん
だ
！

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
板
垣
」や

「
自
由
」な
ど
、実
際
に
発
掘
さ
れ
た
泥
め
ん
こ

を
ト
レ
ー
ス
し
て
作
っ
た
型
で
、泥
め
ん
こ
風

の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
よ
。完
成
し
た
あ
と

は
、土
を
焼
い
て
作
っ
た
本
物
の
泥
め
ん
こ

で
、泥
め
ん
こ
遊
び
に
も
挑
戦
し
た
よ
。

み
ん
な
は
、明
治
時
代
に
広
ま
っ
た
メ

デ
ィ
ア
を
知
っ
て
い
る
か
な
？
…
そ
れ

は
、「
新
聞
」だ
よ
！

明
治
に
入
る
と
、新
聞
を
大
量
に
早
く

印
刷
で
き
る
技
術「
活
版
印
刷
」が
広

ま
っ
た
ん
だ
。民
権
家
た
ち
は
、こ
の
技

術
で
作
っ
た
新
聞
を
た
く
さ
ん
配
っ
て
、

自
由
民
権
の
考
え
方
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
た
ん
だ
よ
。

今
回
は
、竹
村
活
版
室
の
竹
村
愛
先

生
を
お
迎
え
し
て
、こ
の「
活
版
印
刷
」を

体
験
し
た
よ
！
金
属
活
字
や
専
用
の
印

刷
機
な
ど
、見
た
こ
と
の
な
い
道
具
に
、

み
ん
な
興
味
し
ん
し
ん
。民
権
運
動
の
時

期
に
描
か
れ
た
絵
と
、板
垣
さ
ん
・
植
木

さ
ん
の
名
言
が
印
刷
さ
れ
た
、オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ハ
ガ
キ
を
作
っ
た
よ
。

泥
め
ん
こ
作
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
…
自
由

民
権
運
動
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
、

講
談
劇
を
開
催
し
た
よ
。

今
回
の
作
品
は
、山
内
一
昭
さ
ん
の
脚
本
、

西
村
和
洋
さ
ん
の
演
出
に
よ
る
、朗
読
ス
タ
イ

ル
の
新
作
劇
。当
日
は
、80
人
以
上
の
お
客
さ

ん
で
、会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！
出
演
者
の
み

な
さ
ん
の
迫
力
あ
る
演
技
に
、お
客
さ
ん
も
、

ぼ
く
も
、圧
倒
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
。植
木
枝
盛
さ

ん
や
板
垣
退
助
さ
ん
の
演
説
シ
ー
ン
で
は
、掛

け
声
や
拍
手
も
起
こ
っ
て
い
た
よ
。

（
協
力
：
公
益
財
団
法
人
高
知
県
文
化
財
団
）

泥
め
ん
こ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

活
版
印
刷
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

土
佐
自
由
民
権
講
談
劇

「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

ぼ
く
は
、企
画
展「
わ
た
し
の
ま
ち

の
自
由
民
権
」で
案
内
人
…
じ
ゃ
な
く

て
、案
内
犬
を
担
当
し
た「
み
ん
犬
」

で
す
。

こ
の
企
画
展
は
、６
月
１
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。企
画
展
に
来
て
く

れ
た
み
ん
な
や
、関
連
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
く
れ
た
み
ん
な
、本
当
に
ど
う

も
あ
り
が
と
う
！

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、企
画
展
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
当
日
の
よ
う
す
や
、関
連

企
画「
わ
た
し
の
ま
ち
の『
お
た
か
ら
』

コ
ン
テ
ス
ト
」の
結
果
な
ど
を
レ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、楽
し
い
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
い
っ
ぱ
い
企
画
し
て
い
く
の

で
、ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
！

け
ん

レ
ポ
ー
ト

み
ん
犬

ニ
ュ
ー
ス

４/27　ワークショップ

活字を枠にはめこみます。
みんな真剣です。

専用の印刷機で
1点ずつ印刷すると

オリジナルはがきの
完成！

まずは、たくさんある
文字の中から、使う文字の
「活字」を選んで…
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第1チェックポイント （民権クイズに挑戦！）
自由民権運動について時系列に解説されている常設
展示室をまわりながらクイズに挑戦！「自由」と刻ま
れた泥めんこや板垣退助遭難時の短刀のレプリカな
どを鑑賞しながら、自由民権運動に関するクイズに回
答しました。

第2チェックポイント （民権クイズに挑戦！）
ノルマントン号事件をきっかけに起こった三大事件
建白運動の説明を受けながらクイズに挑戦しました。
植木枝盛の書斎や、当時の日曜市の様子を再現した
模型には子どもたちも興味津々。

第3チェックポイント （民権すごろく遊びを体験）
明治時代に作られた「民権すごろく」を体験。くずし字
や旧字体にもチャレンジしながら、振り出しの「男女
同権」から上がりの「国会」を目指しました。

第4チェックポイント （民権歌謡の合唱）
「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の伴奏に合わせ
て、植木枝盛が作詞した「民権かぞえ歌」を楽しく歌
いました。歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

７
月
30
日（
水
）、今
年
で
28
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子

ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共

催
に
よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な

ど
で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め

た
も
の
で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
ま
で
の
29
名
が
参
加
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チェックポイントを班ごとに回りながら、クイズに挑戦！
４人の民権家のスタンプをコンプリートしよう！

　開会式
社会科部会の先生の司会でスタート。館長の挨拶を聞いた
後は、クイズラリーに備えて、植木枝盛が分かりやすく説明し
てくれる映像資料「自由民権って何？」を鑑賞しました。
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知
市
教
育
研
究
会
社
会（
小
）部
会
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由
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記
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に
て「
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知
市
教
育
研
究
会
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小
）部
会
」

の
研
修
が
行
わ
れ
、51
人
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、当
館
が
社
会
科
部
会
の
先
生
方
と
作
成
し
た『
板
垣

退
助
B
O
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K
』の
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用
方
法
の
提
案
や
、高
知
の
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由
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に
つ
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て
の
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ニ
講
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な
ど
を
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い
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た
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生
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ら
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の
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で
ど
ん
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が
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を
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し
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の

で
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７
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ら
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で
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で
の
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・
懇
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・
夜
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な
ど
約
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ご
と
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運
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ま
し
た
。

　
今
年
は
、高
知
大
学
人
文
社
会
科
学
部
か
ら
、

実
習
生
１
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
、資
料
整
理
作
業
、資
料
の
撮
影
に

関
す
る
講
義
、高
知
市
内
の
発
掘
現
場
で
出
土
し

た
土
器
を
洗
う
作
業
、古
文
書
の
解
読
な
ど
、専

門
的
な
演
習
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、博
物
館
の

基
本
機
能
や
社
会
的
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、受
付
や
S
N
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で
の
広
報
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や
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ト
の
サ
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ト
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ど
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の
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の
仕
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も
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。

　
実
習
期
間
中
は
連
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日
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が
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に
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が
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的
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催
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芸
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に
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る
当
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の
活
用
方
法
の
提
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や
、館
長
に
よ
る
展
示
解
説
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
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ニ
講
座「
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
」で
は
、高
知
か

ら
み
た
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、授
業
で
活
用
い
た
だ
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る
資
料
画
像

と
と
も
に
紹
介

し
ま
し
た
。参
加

さ
れ
た
方
か
ら

は
、当
館
の
様
々

な
活
用
方
法
を

知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
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、

ぜ
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出
前
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業

を
依
頼
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た
い
、

等
の
お
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を
い
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た
。

　
今
回
︑こ
う
し
た
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
先
生

方
と
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
︑当
館
を
学
校

で
活
用
い
た
だ
く
方
法
な
ど
に
つ
い
て
︑現
場
の
先
生

方
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
︒﹁
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
﹂の
実
施
を
ベ
ー
ス

に
︑今
後
も
こ
う
し
た
広
報
活
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を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒
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当日の様子

データ「地域ごとにみる自由民権運動」（一部）

起こった内容

本町堀詰座で日昇会政談演説会。
本町堀詰座で窮民賑仙のための政談演説会。弁士武市安哉外数名。
升形登セ席で演説会。弁士植木枝盛等。
升形稲荷席で講談師伊東東山が岐阜刺客一件を口演。大人気。
升形の山本小作方で同人長男岩根（14）ら少年10人が撃剣・夜学。
立志社本社，京町の旧町会所に移転。
立志社。演説会場の婦女席狭隘のため、その拡張要望あり。
立志社，高知上町・下町に毎月夜会あり。
立志社演説会。弁士植木枝盛。
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町名
新市町旭席で通俗講談会。弁士藤崎朋之。宮地茂平・野島虎猪・
久保内楠次。

起こった日
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M15.9
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M10.11.17

 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.99 6 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.997



第1チェックポイント （民権クイズに挑戦！）
自由民権運動について時系列に解説されている常設
展示室をまわりながらクイズに挑戦！「自由」と刻ま
れた泥めんこや板垣退助遭難時の短刀のレプリカな
どを鑑賞しながら、自由民権運動に関するクイズに回
答しました。

第2チェックポイント （民権クイズに挑戦！）
ノルマントン号事件をきっかけに起こった三大事件
建白運動の説明を受けながらクイズに挑戦しました。
植木枝盛の書斎や、当時の日曜市の様子を再現した
模型には子どもたちも興味津々。

第3チェックポイント （民権すごろく遊びを体験）
明治時代に作られた「民権すごろく」を体験。くずし字
や旧字体にもチャレンジしながら、振り出しの「男女
同権」から上がりの「国会」を目指しました。

第4チェックポイント （民権歌謡の合唱）
「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の伴奏に合わせ
て、植木枝盛が作詞した「民権かぞえ歌」を楽しく歌
いました。歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

７
月
30
日（
水
）、今
年
で
28
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子

ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共

催
に
よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な

ど
で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め

た
も
の
で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
ま
で
の
29
名
が
参
加
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会

科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」の
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
30
日（
水
）、今
年
で
28
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子

ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共

催
に
よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な

ど
で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め

た
も
の
で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
ま
で
の
29
名
が
参
加
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会

科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」の
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

　
　
　
　
　
　

   

レ
ポ
�
ト

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

　
　
　
　
　
　

   

レ
ポ
�
ト

チェックポイントを班ごとに回りながら、クイズに挑戦！
４人の民権家のスタンプをコンプリートしよう！

　開会式
社会科部会の先生の司会でスタート。館長の挨拶を聞いた
後は、クイズラリーに備えて、植木枝盛が分かりやすく説明し
てくれる映像資料「自由民権って何？」を鑑賞しました。

高
知
市
教
育
研
究
会
社
会（
小
）部
会
　
夏
の
半
日
研
修

　
自
由
民
権
記
念
館
に
て「
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会（
小
）部
会
」

の
研
修
が
行
わ
れ
、51
人
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、当
館
が
社
会
科
部
会
の
先
生
方
と
作
成
し
た『
板
垣

退
助
B
O
O
K
』の
活
用
方
法
の
提
案
や
、高
知
の
自
由
民
権
運
動

に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、先
生
方
か
ら

「
各
学
校
の
校
区
で
ど
ん
な
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
知
り
た

い
」と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
事
前
に
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の

で
、明
治
７
年
か
ら
17
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
高
知
市
内
で
の
演
説

会
・
懇
親
会
・
夜
学
会
な
ど
約

7
0
0
件
に
つ
い
て
、高
知
市
の

現
在
の
町
ご
と
に
振
り
分
け
た

一
覧
デ
ー
タ「
地
域
ご
と
に
み
る

自
由
民
権
運
動
」を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、高
知
大
学
人
文
社
会
科
学
部
か
ら
、

実
習
生
１
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
、資
料
整
理
作
業
、資
料
の
撮
影
に

関
す
る
講
義
、高
知
市
内
の
発
掘
現
場
で
出
土
し

た
土
器
を
洗
う
作
業
、古
文
書
の
解
読
な
ど
、専

門
的
な
演
習
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、博
物
館
の

基
本
機
能
や
社
会
的
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、受
付
や
S
N
S
で
の
広
報
、展

示
解
説
や
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、館
の
オ

モ
テ
の
仕
事
に
つ
い
て
も
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
習
期
間
中
は
連
日
猛
暑
日
で
し
た
が
、暑

さ
に
負
け
ず
、大
変
真
面
目
に
取
り
組
む
姿
が

印
象
的
で
し
た
。５
日
間
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

め
ざ
せ
博
学
連
携
！

活
動
レ
ポ
ー
ト

令
和
７
年
度

博
物
館
実
習
報
告

クイズラリー

２
０
２
５
年
８
月
１
日

令
和
７
年
度
　
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日

　
昨
年
に
引
き
続
き
、「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」を

開
催
し
ま
し
た
。学
芸
員
に
よ
る
当
館
の
活
用
方
法
の
提

案
や
、館
長
に
よ
る
展
示
解
説
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、ミ
ニ
講
座「
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
」で
は
、高
知
か

ら
み
た
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、授
業
で
活
用
い
た
だ

け
る
資
料
画
像

と
と
も
に
紹
介

し
ま
し
た
。参
加

さ
れ
た
方
か
ら

は
、当
館
の
様
々

な
活
用
方
法
を

知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
、

ぜ
ひ
出
前
授
業

を
依
頼
し
た
い
、

等
の
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
︑こ
う
し
た
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
先
生

方
と
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
︑当
館
を
学
校

で
活
用
い
た
だ
く
方
法
な
ど
に
つ
い
て
︑現
場
の
先
生

方
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
︒﹁
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
﹂の
実
施
を
ベ
ー
ス

に
︑今
後
も
こ
う
し
た
広
報
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒

２
０
２
５
年
８
月
６
日

当日の様子

データ「地域ごとにみる自由民権運動」（一部）

起こった内容

本町堀詰座で日昇会政談演説会。
本町堀詰座で窮民賑仙のための政談演説会。弁士武市安哉外数名。
升形登セ席で演説会。弁士植木枝盛等。
升形稲荷席で講談師伊東東山が岐阜刺客一件を口演。大人気。
升形の山本小作方で同人長男岩根（14）ら少年10人が撃剣・夜学。
立志社本社，京町の旧町会所に移転。
立志社。演説会場の婦女席狭隘のため、その拡張要望あり。
立志社，高知上町・下町に毎月夜会あり。
立志社演説会。弁士植木枝盛。

大街

高知街

高知街
高知街
高知街
高知街
高知街
高知街
高知街
高知街
高知街

本町
本町
升形
升形
升形
帯屋町
帯屋町
帯屋町
帯屋町

本町

町名
新市町旭席で通俗講談会。弁士藤崎朋之。宮地茂平・野島虎猪・
久保内楠次。

起こった日

M17.9

M17.10.13
M17.12
M10.7.14
M15.5
M15.9
M9頃
M10.10
M10.10
M10.11.17
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令
和
３
年
10
月
、木
村
久
寿
弥
太
の
日
記
類
が
、木
村

会
館
を
通
じ
て
高
知
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
久
寿
弥
太（
１
８
６
５
〜
１
９
３
５
）は
慶
応
元

年
現
高
知
市
赤
石
町
の
田
岡
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。社
会

評
論
家
の
田
岡
嶺
雲
は
実
弟
、直
木
賞
作
家
の
田
岡
典
夫

は
甥
に
あ
た
り
ま
す
。

木
村
久
寿
弥
太
は
、東
京
帝
国
大
学
を
経
て
三
菱
に
入

社
、そ
の
後
三
菱
総
理
事
と
し
て
三
菱
グ
ル
ー
プ
を
率

い
、財
界
の
重
鎮
を
な
し
ま
し
た
。近
代
の
高
知
出
身
者

を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
と
い
え
ま
す
。

没
後
、生
家
ゆ
か
り
の
土
地
、家
屋
、現
金
が
高
知
市
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。高
知
市
は
そ
の
遺
志
に
応
え
、昭
和

12
年
４
月「
市
民
ノ
精
神
修
養
若
ク
ハ
各
種
会
合
ニ
裨
益

ス
ル
」た
め
木
村
会
館
を
設
置
、長
く
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

木
村
久
寿
弥
太
日
記
は
、大
正
７
年
１
月
１
日
か
ら
死

去
の
前
日
の
昭
和
10
年
11
月
22
日
ま
で
書
き
綴
ら
れ
た

も
の
で
、木
村
家
の
生
活
の
様
子
や
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
動

き
だ
け
で
な
く
、皇
族
、経
済
人
、政
治
家
、軍
人
、文
化
人

な
ど
と
の
幅
広
い
交
友
が
み
ら
れ
、日
本
近
代
史
の
極
め

て
重
要
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、公
開
の
準
備
が
整
い
あ
わ
せ
て
展
示
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
日
記
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、木
村
久
寿
弥
太
や
田
岡
家
に

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
木
村
会
館
は「
高
知
市
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」「
高
知
市
立
旭
文
化
セ
ン
タ
ー
」「
旭
市
民
図
書
館
」

を
持
ち
、市
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
と
し
て
、ま
た
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
施
設
で
す
。木
村
会
館
の
ご
利
用
も

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

木
村
久
寿
弥
太
日
記
の
公
開
に
寄
せ
て

木
村
会
館
館
長

西
森
　
孝

高知市観光協会主催のキャンペーン「ぼうけ
んしよう！パンけんたい」に当館も参加してい
ます。令和8年1月25日までの期間限定で、館
内にARフォトスポットが登場。大階段の下に
ある看板から二次元コードを読み込むと、高
知県出身の絵本作家
である柴田ケイコさ
んが描き下ろした「ぼ
うしパンキャラク
ター」・板垣退助と一
緒に記念撮影ができ
ます。来館の記念に
ぜひどうぞ。

ARフォトスポット
「ぼうけんしよう！パンこうち」

（観光地）

6月21日、高知近代史研究会・早稲田大学台湾研究所・当館の共催で、高知と台湾の
歴史的接点を考えるフォーラムを開催しました。報告者からは、主に日本統治期の台
湾において、樟脳など一次産品の製造技術、交通・流通網の建設整備、銀行・金融
業振興など、多くの事業分野で高知県出身者が活躍していたことが紹介されました。
参加者からは、「高知と台湾の人々に、こんなにも様々なつながりがあったことを初
めて知った」等といった感想をいただきました。

「土佐と臺灣－高知と台湾の接点を探る－」

7月21日、高知商業高等学校初代校長を務めた横山又吉が民権家でもあったことか
ら、同校ジビエ部が板垣に関する新商品の開発に取り組み、その発表会と販売を行
いました。
発表会では、ジビエ部の活動報告や板垣の好
物といわれているゆで卵と潮江菜を鹿肉と組
み合わせた「鹿ナンバン」が出来るまでの経
緯をクイズ形式で紹介。
新商品「鹿ナンバン」は、限定50食が見事に
完売しました。

「板垣退助誕生から188年
　－自由は土佐の山間より　ジビエも土佐の山間より－」

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（秋・冬） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

12月13日（土）10：00～12：00

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

10月18日（土）13：30～16：00

◆第25回「県詞の日」記念講演会
土佐自由民権運動の地下水脈を探して-
「慈善は土佐の稲穂より」
  ～高知の福祉を支えた人々～
講師：氏原和彦氏
　　 （初月ふれあいセンター長、元自由民権記念館学芸員、友の会会員）
会場：１階研修室

１月４日（日）14：00～

◆第28回　民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

１月23日（金）10：00～12:00

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

2月初旬

■第２回食と自然環境講座
講師：熊澤秀治氏（潮江旬菜 代表）
会場：１階民権ホール

■みんけんdeマルシェ
出店予定：潮江旬菜・高知商業高等学校
ジビエ部・マツオカパウンド・Cona-Cafe・
hoi・てぃーだぬ工房
会場：1階アトリウム

１月24日（土）14：00～

■企画展   「木村久寿弥太日記の世界」記念講演会
　高知近代史研究会第125回研究会

「木村久寿弥太と
  大正・昭和戦前期の日本」
講師：奈良岡聰智氏
         （京都大学大学院法学研究科教授）
会場：１階民権ホール
他　翻刻メンバーによる報告あり

１月17日（土）～２月23日（月・祝）

■第26回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示

10月４日（土）14：00～15：30

講師：中村茂生氏（高知近代史研究会会長）
会場：１階研修室

■高知近代史研究会第124回研究会 
「魚梁瀬ダム60年-建設の経緯と地域-」

要申込

要申込

10月４日（土）～２月23日（月・祝）

■企画展
「木村久寿弥太日記の世界」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要

ワークショップ
10/25（土） 紙ねんどで工作をしよう！

段ボールで工作をしよう！
クリスマスガーランドを作ろう！
絵馬を作ろう！
フラワーブーケを作ろう！
折り紙でフラワーガーランドを作ろう！

11/15（土）
12/13（土）
 1 /24（土）

 3 /14（土）
 2 /14（土）

参加費：500円
定員：各回15名
会場：１階研修室
※午前・午後とも
　参加者対象の
　クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

□ 企画展「木村久寿弥太日記の世界」
□ 企画展「わたしのまちの自由民権」レポート
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ めざせ博学連携！活動レポート

木村久寿弥太日記

11月15日（土）9：30～12：30

◆民権史跡めぐり
「立志社跡から憲政記念の碑へ歩いて行こう」
案内人：公文豪氏(自由民権運動研究者)　
参加費：300円 （雨天中止）

12月21日（日）13：30～15：30

◆第28回　民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」
参加費：500円
会場：１階自由ギャラリー

フォーラム

イベント
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